歯科技工の海外委託に関する意見書に関して

私金田誠一は、これまでに何度か国会の場で、歯科医療の問題、

歯科技工士の７：３問題など取り上げておりますが、今般の歯科技

工の海外委託に関しても、問題になり始めた２００５年頃より厚生

労働省と意見交換をさせていただいております。

　意見書にも詳しく述べておりますが、補綴物等の輸入に関しては、

まさに「歯科技工士法」を蔑ろにするものであり、国民の健康を脅

かす行為を認めてしまうものであります。

　折りしも、中国の餃子事件やメラミン入りの食品など、その安全

性に多くの国民が不安を抱く事件が多発しております。中国からの

補綴物等については現にアメリカで鉛が検出されたり、わが国でも

不純物が検出されたりと、既にその安全性に対して疑問の声が上が

っております。

　厚生労働省においては、歯科技工士制度を守り、日本の歯科医療

の発展を支え、もって国民の健康を守る省庁としての役割をしっか

りと担って頂きたいと、強く要望いたします。

　　　　　　　　　　平成２０年９月２２日　　　　　衆議院議員　金田誠一

